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危
険
体
感
研
修
受
講
体
験
記

今
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
の
『
危
険
感
受
性

向
上
教
育
』
の
指
導
員
養
成
の
た
め
の
研
修
を
平
成
二
十
年
九
月
二
十

七
日
（
土
）
に
住
金
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
に
て
受

講
し
て
き
ま
し
た
。
受
講
し
た
感
想
は
、
内
容
が
大
変
興
味
深
く
ま
た

参
考
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。

研
修
内
容
は
、
高
所
危
険
体
験
、
回
転
体
危
険
体
験
、
玉
掛
危
険
体

験
、
電
気
危
険
体
験
、
溶
接
危
険
体
験
、
死
角
危
険
体
験
等
が
あ
り
、

身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
危
険
の
要
因
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

高
所
危
険
体
験
で
は
、
重
さ
約
七
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
物
体
を
高
さ
五

メ
ー
ト
ル
の
位
置
か
ら
自
然
落
下
さ
せ
た
と
き
の
衝
撃
荷
重
は
自
重
の

約
五
十
五
倍
（
約
３
・
９
ト
ン
）
と
想
像
以
上
の
衝
撃
で
あ
る
こ
と
の

体
感
、
一
本
吊
安
全
帯
を
使
用
し
て
ぶ
ら
下
が
っ
た
と
き
に
安
全
帯
を

腹
に
掛
け
る
位
置
に
よ
り
内
臓
へ
の
影
響
が
違
う
こ
と
の
体
感
、
ハ
ー

ネ
ス
型
安
全
帯
を
装
着
し
て
ぶ
ら
下
が
っ
た
場
合
と
一
本
吊
安
全
帯
を

使
用
し
て
ぶ
ら
下
が
っ
た
と
き
の
違
い
の
体
感
、
固
定
梯
子
及
び
移
動

式
梯
子
の
安
全
な
昇
降
体
験
等
を
経
験
し
ま
し
た
。

回
転
体
危
険
体
験
で
は
、
回
転
体
の
露
出
部
に
よ
る
衣
服
や
手
袋
の

巻
き
込
ま
れ
を
タ
オ
ル
の
巻
き
込
ま
れ
で
体
感
、
ロ
ー
ル
機
に
巻
き
込

ま
れ
た
ロ
ー
プ
の
引
き
抜
き
（
絶
対
に
無
理
）
の
体
験
、
ロ
ー
ル
機
に

手
工
具
等
が
巻
き
込
ま
れ
引
っ
張
ら
れ
る
と
き
の
衝
撃
体
験
、
竹
筒
を

手
の
指
に
見
立
て
て
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
の
骨
の
砕
け
る
体
験
等
で
巻

き
込
ま
れ
る
と
退
避
行
動
が
取
れ
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

玉
掛
危
険
体
験
で
は
、
一
本
吊
時
の
よ
り
戻
し
現
象
の
体
験
、
過
荷

重
に
よ
る
ワ
イ
ヤ
の
切
断
と
鋭
角
部
と
の
接
触
に
よ
る
ワ
イ
ヤ
の
切
断

面
の
違
い
の
体
験
、
竹
筒
を
手
の
指
に
見
立
て
て
ワ
イ
ヤ
へ
の
挟
ま
れ

の
疑
似
体
験
、
ク
レ
ー
ン
操
作
は
人
間
が
操
作
し
て
い
る
の
で
常
に
誤

操
作
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
の
体
験
等
し
ま
し
た
が
、
玉
掛
ワ
イ

ヤ
に
は
安
全
係
数
６
が
掛
か
っ
て
い
る
た
め
切
断
荷
重
ま
で
荷
重
を
掛

け
る
機
会
は
少
な
く
ワ
イ
ヤ
が
切
断
す
る
瞬
間
は
興
味
深
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

電
気
危
険
体
験
で
は
、
二
十
ボ
ル
ト
を
流
し
た
活
線
に
素
手
で
接
触

す
る
こ
と
に
よ
り
感
知
程
度
の
感
電
体
験
、
漏
電
し
た
電
気
工
具
を
使

用
し
た
漏
電
体
験
と
漏
電
遮
断
器
と
ア
ー
ス
線
の
重
要
性
確
認
、
過
電

流
に
よ
る
電
線
の
加
熱
の
体
験
、
た
こ
足
配
線
の
危
険
性
の
体
験
等
の

体
験
を
し
ま
し
た
。
感
電
体
験
で
は
電
気
風
呂
の
感
触
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

溶
接
危
険
体
験
で
は
、
ア
ー
ク
溶
接
時
に
発
生
す
る
粉
じ
ん
を
ろ
紙

で
捕
捉
す
る
こ
と
に
よ
り
粉
じ
ん
の
発
生
量
（
十
五
秒
の
ア
ー
ク
溶
接

作
業
で
ろ
紙
一
面
に
粉
じ
ん
が
０
・
５
ミ
リ
程
度
付
着
）
の
確
認
体
験
、

溶
接
時
の
ア
ー
ス
の
取
り
方
に
よ
る
危
険
等
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

死
角
危
険
体
験
で
は
、
手
押
し
台
車
に
荷
物
を
積
み
、
死
角
範
囲
の

確
認
及
び
狭
い
ク
ラ
ン
ク
コ
ー
ス
の
歩
行
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

死
角
と
い
う
よ
り
、
台
車
を
押
す
人
の
性
格
及
び
セ
ン
ス
が
大
き
く
影

響
す
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

約
半
日
の
実
習
で
、
座
学
で
は
掴
め
な
い
危
険
要
因
と
直
面
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
全
行
動
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
頭
で

の
理
解
と
体
で
の
理
解
と
の
差
を
痛
感
す
る
半
日
で
し
た
。（
社
）
日
本

労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
で
は
今
年
の
終
わ
り
頃
に
国
内
約

八
十
箇
所
で
『
危
険
感
受
性
向
上
教
育
』
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
事
業
者
の
皆
様
も
体
験
さ
れ
て
は
如
何
で
す
か
。
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事
例
①

経
験
豊
富
な
専
門
家
と
共
同
で
指
導
業
務
を
行
い
、

喜
ば
れ
た
事
例
で
す
。

あ
る
得
意
先
か
ら
、
工
場
の
廃
液
処
理
作
業
を
協
力
会
社
に
委
託
す

る
に
当
た
り
、
そ
の
作
業
全
般
に
つ
い
て
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
い
の
で
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
指
導
を
し
て
欲

し
い
と
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
通
常
は
一
人
で
リ
ス
ク
評
価
表
を
も

と
に
指
導
し
ま
す
が
、
今
回
は
化
学
薬
品
関
係
の
指
導
の
経
験
が
あ
る

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
共
同
で
事
業
場
を
複
数
回
訪
問
し
、
現
状
の
把
握

及
び
点
検
の
後
に
ご
指
導
致
し
ま
し
た
。

私
達
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
見
る
と
、
通
常
作
業
と
し
て
長
年
行
っ
て

い
る
作
業
の
中
に
は
、
防
毒
マ
ス
ク
や
保
護
衣
を
こ
の
先
五
年
も
十
年

も
付
け
な
け
れ
ば
仕
事
が
出
来
な
い
の
か
、
或
い
は
、
も
う
一
段
上
の

低
減
対
策
は
本
当
に
無
い
の
か
等
々
に
言
及
し
指
導
し
ま
し
た
。
視
点

を
変
え
た
専
門
的
な
指
導
の
結
果
、
本
当
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

危
険
感
受
性
向
上
教
育
の
開
催
予
定

（
社
）
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
神
奈
川
支
部
で
は
、

神
奈
川
県
内
で
五
回
の
『
危
険
感
受
性
向
上
教
育
』
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
時
期
は
、
十
一
月
か
ら
来
年
一
月
を
予
定
し
て
お
り
、
教
育
内

容
は
前
記
の
指
導
員
養
成
研
修
の
内
容
を
参
考
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

む
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
は
、
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
の
た
め
、
受
講
者
は
往
復
の

交
通
費
の
み
の
負
担
で
『
危
険
感
受
性
向
上
教
育
』
が
受
講
で
き
ま
す

の
で
、
危
険
体
験
に
興
味
の
あ
る
事
業
場
或
い
は
将
来
危
険
体
験
が
で

き
る
設
備
の
設
置
を
検
討
中
の
事
業
場
の
皆
様
、
こ
の
機
会
に
担
当
者

を
『
危
険
感
受
性
向
上
教
育
』
に
参
加
さ
せ
て
見
ま
せ
ん
か
。

受
講
者
数
等
制
限
（
十
人
程
度
／
回

合
計
五
十
人
程
度
）
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
神
奈
川
支
部
事
務
局
ま
で
ご
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平
成
二
十
年
度
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
普
及
促
進
事
業(

Ｂ
特)

今
年
度
も
厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
の
『
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の

調
査
普
及
促
進
事
業(

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
安
全
衛
生
診
断)

』
が
発

注
さ
れ
、
神
奈
川
県
内
で
一
般
の
リ
ス
ク
診
断
二
十
四
件
、
衛
生
の
リ

ス
ク
診
断
四
件
を
各
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
労
働
衛
生
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
担
当
し
、
対
象
事
業
場
を
訪
問
し
指
導
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
労
働
災
害
防
止
を
図
る
た
め
に
総
合
的
な
改
善
措
置

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
中
小
規
模
事
業
場
等
に
対
し
て
、
専
門
家
に
よ

る
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
等
（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
に
係

る
安
全
衛
生
診
断
等
を
実
施
す
る
も
の
で
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
施

行
「
改
正
労
働
安
全
衛
生
法
」
の
中
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
普
及

及
び
事
業
場
の
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
を
目
指
す
事
と
な
っ
て
居
り
ま

す
。
こ
の
診
断
を
機
会
に
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
の
き
っ
か
け
或

い
は
有
効
な
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
展
開
等
の
参
考
と
し
、
貴
社
の

安
全
衛
生
水
準
の
向
上
に
役
立
て
て
下
さ
い
。


